
政策　06　活力あふれるまちづくり

施策　04　勤労者支援・就労支援の充実

あるべき姿
◇施策がめざす尾張旭市の姿　・勤労者への福利厚生と研さんの場が提供されています。
・失業者の就労支援ができています。

■施策の成果状況と評価

勤労者の市福利厚生サービス利用・自己研さん研修参加者数（人）

【産業課】

評

価

子供向けを除き幅広い層を対象に美術や英会話など魅力ある講
座や教室を実施したが、新型コロナウィルスの影響で講座が4～
6月が中止となり、参加者が前年に比べ減少した。469人（▲247
人）。勤労者への尾張あさひ苑の利用助成は、新型コロナウイ
ルス感染症拡大の影響で利用者が大幅に減少していることに伴
い、施設の認知度向上及び利用者の増加を図るため10月1日より
利用促進事業を実施したため、1人のみの利用となった。

基準値
(H30)

実績値
(R元)

実績値
(R02)

目標値
(R05)

対
基準値

941 716 469 1,000

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標
①

評

価

地域職業相談室（ふるさとハローワーク）を利用して就職した相談者
（失業者）の割合（％）

【産業課】

令和2年度は延べ7,435人（前年5,927人）が相談に訪れ、そのう
ち311人（前年334人）が就職した。新型コロナウイルス感染症
予防のため臨時閉庁した期間があったものの、相談件数が大幅
に増加したが、就職した件数は減少した。今後もハローワーク
瀬戸と連携し、ふるさとハローワークのＰＲと利用促進により
就労支援を進める。

基準値
(H30)

実績値
(R元)

実績値
(R02)

目標値
(R05)

対
基準値

対
前年度

6.9 5.6 4.2 －

（低下）

（低下）

指
標
②

（---）

目　標
達成度

目　標
達成度

（---）

グラフの凡例　■：前・後期基準値及び後期目標値　◆：実績値



■基本事業の成果状況と評価

基本事業01　福利厚生の充実
勤労者施設の利用者数（人）

【産業課】

評

価

新型コロナウイルス感染拡大により当初4、5月の施設利用を中
止としたこと及び大人数での利用を制限したことにより、利用
者が74,717人（▲43,595）と減少した。

基準値
(H30)

実績値
(R元)

実績値
(R02)

目標値
(R05)

対
基準値

141,541 118,670 74,717 130,000

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業01　福利厚生の充実
勤労者施設以外の福利厚生メニュー利用者数（在勤者の補助利用者
数）（人）

【産業課】

評

価

市内勤労者に対する尾張あさひ苑の利用助成は、市民サービス
の向上を目的とし、現行の宿泊助成制度を廃止し、市民料金の
新たな助成制度を導入するため令和2年度をもって廃止とする。
なお、令和2年度については、新型コロナウイルス感染症拡大の
影響で利用者が大幅に減少していることに伴い、施設の認知度
向上及び利用者の増加を図るため10月1日より利用促進事業を実
施したため、1人のみの利用となった。

基準値
(H30)

実績値
(R元)

実績値
(R02)

目標値
(R05)

対
基準値

31 47 1 60

（低下）

対
前年度

（低下）

指
標

基本事業02　自己研さん機会の提供
勤労者自己研さんメニュー応募率（倍）

【産業課】

評

価

勤労者向けの講座・教室は、定員535人に対し、468人の参加者
であった（0.87）
また、参加率は、前年に比べ0.24ポイント増加した。これは、
人気のある講座・教室の定員を増加したためと思われる。

基準値
(H30)

実績値
(R元)

実績値
(R02)

目標値
(R05)

対
基準値

0.72 0.63 0.87 1.2

（向上）

対
前年度

（向上）

指
標

基本事業03　雇用・就業者対策の推進
地域職業相談室（ふるさとハローワーク）があることを知っている市
民の割合（％）

【産業課】

評

価

Ｒ２はまちづくりアンケート未実施のため、数値未取得

基準値
(H30)

実績値
(R元)

実績値
(R02)

目標値
(R05)

対
基準値

41.6 43.4 - 43

（---）

対
前年度

（---）

指
標

（---）

目　標
達成度

目　標
達成度

（---）

目　標
達成度

（---）

目　標
達成度

（---）

グラフの凡例　■：前・後期基準値及び後期目標値　◆：実績値



基本事業03　雇用・就業者対策の推進
地域職業相談室（ふるさとハローワーク）相談対応率（％）

【産業課】

評

価

新型コロナウィルスの感染拡大の影響のものと思われる、相談
が増えている。

基準値
(H30)

実績値
(R元)

実績値
(R02)

目標値
(R05)

対
基準値

100 100 100 100

（横ばい）

対
前年度

（横ばい）

指
標

（達成）

目　標
達成度

グラフの凡例　■：前・後期基準値及び後期目標値　◆：実績値


